
花の盛りもあわただしく去り、日差しが暖かく、少しずつ春の深まりを感じる季節になって

きました。 

令和６年度より八尾市教育センター所長に着任いたしました辻本でございます。平素より、

八尾市教育センターの事業にご理解とご協力をいただきありがとうございます。今年度もどう

ぞよろしくお願いいたします。 

本センターは、「八尾市教育振興基本計画」に基づき「認め合い ともに生き 未来を切り

拓く八尾の教育」のもと研究・実践の取り組みを進めております。 

令和５年度は、誰一人取り残さない八尾の教育の実現をめざし、不登校児童・生徒支援に特

に力を入れて取り組んでまいりました。校内教育支援ルームの充実やオンライン学習支援、オ

ンライン de 居場所の取り組み、教育支援センター「さわやかルーム」の取り組み、教育セン

ターにおける居場所「ほっとはあとルーム」の取り組み、青少年会館における居場所の取り組

み等、学校内外の居場所づくりを通して、個々のニーズに応じて学びたいと思ったときに多様

な学びにつながることができるよう努めてまいりました。特にオンラインを活用した支援につ

いては、報道に取り上げていただき、多くの自治体等から視察を受け入れ、取り組み内容を発

信することができました。引き続き、学校における日頃からの早期発見・早期対応とともに、

専門家との連携による相談体制の整備やオンラインによる学びの場等の提供、学校内外におけ

る居場所づくり等によって、児童・生徒が社会的自立に向かうことができるよう努めてまいり

ます。 

さらに初任者研修や１０年経験者研修などの法定研修をはじめ、本市独自の研修など様々な

研修を当センターで実施し、教職員の資質向上に努めるとともに、変化を前向きに受け止め、

主体性を発揮しながら教職生涯を通じて学び続ける教職員を育成してまいります。また、引き

続き各学校に配備された１人１台のタブレットパソコンを効果的に活用する研究を深め、「主

体的・対話的で深い学び」の実現に努めてまいります。 

教育を取り巻く社会情勢は急速に変化しており、今後の社会の予測が難しくなるこれからの

時代において、「令和の日本型学校教育」を踏まえた新しい時代における教育が求められてお

ります。本教育センターでは、教育相談や教職員研修・研究、幼児教育研究、ICT を活用した

教育の推進等、様々な業務において、子ども、保護者、学校園を支援してまいります。 

４月を迎え、教育センターにも新たなスタッフが加わりました。それぞれの専門的知識を活

かし「チーム教育センター」として、子どもたちが夢に向かって自らの人生と八尾の未来を切

り拓いていくことができるよう、取り組んでまいります。 

今後ともご支援・ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

八尾市教育センター 

 所長 辻本 貴昭 
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令和６年４月８日（月）午後３時～午後５時に初任者研修①を本センターで行いました。最

初に「服務について」をテーマに教育政策課 林 達也 指導主事が講義を行い、次に「人権につ

いて考える１ －人権尊重の教育について－」をテーマに人権教育課中井良太指導主事が講義

を行いました。 

＜受講者感想＞ 

・不祥事案件などはニュースなどを見て知っているので十分に注意して行動しているつもりで

ある。しかし「不祥事が寄ってくる」という表現があったように、自覚がないうちに不祥事

に近づいてしまうようなことがあってはならないので、より一層気を付けながら仕事を行う

ようにしようという意識が強まった。 

・自分自身がしっかりと意識して行動するべきだと改めて実感した。社会の変化などに伴って

自分の意識もアップデートしていくことが重要であると考えた。今後も教育公務員としてし

っかりとした意識で行動していきたい。 

・人権尊重の教育とは、子どもを観察したり子どもの話を傾聴したりする中で子ども一人ひと

りの実態を把握し、その上で「ともに学び」「ともに生きる」ために教員自身が環境をつく

ったり子どもに働きかけたりすることが必要不可欠であることが理解できた。このことを念

頭に置いて人権尊重の教育に取り組みたいと思う。 

・以前から人権は大切にしなければいけないものだという考えはあったが、実際に学校で働い

てみて、様々な背景を持った子どもが通ってくる場所であるということを実感した。また、

すべての子どもが安心して過ごすことができるような学級・学校を作ることができるように

していかなければいけないなと再認識することができた。 

 

 

 

令和６年４月９日（火）午後３時～午後５時に

１０年経験者研修①・養護教諭１０年経験者研修

①を行いました。開講にあたり、本センター辻本  

貴昭 所長より挨拶がありました。最初に「教職

員の服務規律について」とのテーマで教育政策課 

古海 裕士 指導主事から講義がありました。次に

「OSAKA 教職員スタンダードから見るキャリ

アステージ」「組織づくり チームビルディング

【理論】一人ひとりの能力や強みを生かした組織

づくり」とのテーマで本センター 生田 祐敬 指

導主事が講義を行いました。 

当日使用したスライドの一部 

 

＜受講者感想＞ 

・ミドルリーダーとして学校運営を進めて  

いく中で、自分の強みを生かしていくこ  

との大切さと、経験年数の少ない先生方  

へのサポートを行うことの必要性を認識 

することができた。 

・教職員の服務規律について、改めて自分  

の認識を正すことができた。職場の模範  

となるように自らの行動を律していきた  

い。 



 

 



 

 

教育センターＢ棟（東側）の２階に「情報公開コーナー」があります。各種教育関係図書・

雑誌等を配架しています。もちろん「教科書センター」として八尾市で採択している教科書や

他社の教科書もあります。研修等で来所された時に直接ご覧いただければ幸いです。教科書・

その他書籍・雑誌等も２週間の貸し出しを行っております。今回は３月から４月に配架した雑

誌の誌名と目次の一部を紹介いたします。 

    

「指導と評価」（日本教育評価研究会）４月号 

 ・特集 学級開きに向けて 

 

「道徳教育」（明治図書）４月号 

 ・ゼロからわかる 道徳授業開き 完全ガイド＆アイデア 

 

「月刊学校教育相談」（ほんのもり出版）４月号 

 ・特集１ 新年度！居心地のよい教室環境づくり 

 ・特集２ 教育相談活動の年間計画を立てる 

 

「特別支援教育」（文部科学省編集・東洋館出版社）令和６年春 №９３ 

 ・特集 自己の在り方生き方を考える高等部での教育—キャリア教育を通して— 

 

「特別支援教育研究」（全日本特別支援教育研究連盟編集・東洋館出版社）４月号 

 ・特集 子どもの姿・ねがいから始めよう！ 

     新年度のスタート～不易流行～ 

 

「初等教育資料」（文部科学省編集 ・東洋館出版社）4 月号 

 ・特集Ⅰ 各教科等における指導の充実・改善① 

 ・特集Ⅱ [道徳] 学習指導要領における指導のポイント 

      「特別の教科 道徳」の指導と評価のより一層の充実 

 

「中等教育資料」（文部科学省編集・学事出版）４月号 

 ・特集 問題発見・解決能力を育成する指導の充実 

 上記雑誌 14 ページの「論説」で愛知教育大学教育学部生活科教育講座の 加納 誠司 教授が

「問題発見・解決能力の育成を『生活～探求～生き方』のプロセスで考える」と題した文書を

寄稿されています。加納教授は「総合的な学習（探求）の時間」について大切にされている視

点は「生活」「探求」「生き方」だそうです。まず、生徒の生活から「問い」をつくることを

求められます。これは「目の前の生徒が何に興味・関心を示し、どのように学ぶ対象や課題を

自分の中に重ね合わせて考えられるか」を意味しています。逆に言うと、生徒が興味関心を持

たない様な「問い」は相応しくありません。この「問い」を出発点として「自分が納得できる

最適解」に向かって「極めて自分中心に生活の中から生まれた問い」を「探求」していきます。

さらに「まとめ・表現」の段階では「探求課題を共有するような地域の人や社会に対し、生徒

の考えを伝えるような場」を設定することを求めておられます。そこで様々な「評価」を得る

ことができます。そして、「その考え方を自分の「生き方」に生かしていく、そして再び「生

活」の中に還元していく」ところまでを意識していくべきだとされています。そのことによっ

て「学びの成果が現れるのは探求が終わったその瞬間ではない」ということで、「自分の生き

方を考える」「自分の生き方を問い続ける」ひいては「自分の生き方を拓いていく」ことにつ

ながるとのことです。また、教室においては「個別最適な学びと協働的な学び」へ移行してい

くためには「自分の最適解を問いながら、個と対象との対話（自分の考え）と友達の考えを往



 

教育科学「国語教育」（明治図書）４月号 

 ・特集 国語授業開き完全攻略事典 

  

教育科学「社会科教育」（明治図書）４月号 

 ・特集 アイデア満載！社会科「授業開き」１か月の成功シナリオ 

 

「新しい算数研究」（新算数教育研究会編集・東洋館出版社）４月号 

 ・特集 現行学習指導要領の成果と課題を整理する 

 

 

 

 

還させて聴く」という協働的な学びを繰り返して「個の探求に思考の変容」をもたらし、探求

が昇華されていきます。ここまでくると、「総合的な学習（探求）の時間」こそが学習の本質

であるようにも思えてきてしまうのですが、現実には様々な制約があり、理想通りにはいかな

いことも多いのではないでしょうか。ただ、大人になっても、自分なりに「問い」を見出して

「探求」し「生き方」に生かしていくことは必要です。「総合的な学習（探求）の時間」はそ

のためのシミュレーションではないでしょうか。                （葭仲） 


